














７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県名：北海道

協議会名：東川町地域農業推進協議会

1 重点施設野菜振興加算 1 70,000
トマト類（大玉トマト、ミニトマト）、ピーマン、軟白長
ねぎ

助成対象作物を作付けすること。

2 重点露地野菜振興加算 1 40,000 ブロッコリー 助成対象作物を作付けすること。

3 重点露地野菜振興加算 1 38,000 露地ねぎ 助成対象作物を作付けすること。

4 主要野菜振興加算 1 20,000 未成熟とうもろこし 助成対象作物を作付けすること。

5 主要野菜振興加算 1 10,000
キャベツ、ほうれんそう、チマサンチュ、みつば、レタ
ス、パセリ、ハーブ、未成熟とうもろこし、小松菜、春
菊、大根、かぼちゃ、わさび菜、にんじん、たまねぎ

助成対象作物を作付けすること。

6 ブロックローテーション取組加算 1 1,500 未成熟とうもろこし、白大豆
昨年度ブロッコリーを作付した圃場にて助成対象作物を作
付すること。

7 地力向上加算 1 15,000 地力増進作物 助成対象作物を作付し、漉き込みを行うこと。

8 そば生産助成（追加枠） 1 20,000 そば 助成対象作物を作付すること。

9 水田活用米穀品質向上加算 1 8,000 加工用米、飼料用米（ＷＣＳ用稲除く）、米粉用米

水田活用米穀（輸出用米を除く）を作付し、次の取組のうち2
つ以上に取り組むこと。
①種子の温湯消毒をおこなった場合
②東川米ＧＡＰ（水稲栽培基準）により農薬の低減化（農薬
成分回数14回以内）に取組んだ場合
③ケイ酸質資材を投入した場合
④土壌診断結果に基づく施肥
⑤適期に病害虫防除を実施
⑥融雪剤散布、収穫後の溝切りによる圃場の乾燥化

10 新市場開拓用生産助成（追加枠） 1 20,000 新市場開拓用米 新市場開拓用米を作付すること。

11 複数年契約加算（追加枠） 1 10,000 新市場開拓用米

需要者側へ出荷販売を目的として、以下の要件を満たす3
年以上の複数年契約に基づき対象作物の生産に取り組む
こと。

①生産者側（生産者又は生産者団体のいずれか）と需要者
側（需要者又は需要者団体のいずれか）の契約であること。
②販売契約書に各年産米の契約数量及び契約価格（契約
価格の設定方法を含む）が明確に記載されており、かつ、契
約不履行に対する違約条項があること。
③複数年契約期間中の契約数量が維持又は増加するもの
であること。

12 振興作物規模拡大加算 1 1,500
加工用米、飼料用米（ＷＣＳ用稲除く）、米粉用米、
新市場開拓用米、重点施設野菜、重点露地野菜

助成対象作物を前年度から作付面積拡大すること。
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※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してください。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。


